
《今月の海上安全標語》 ～ 気を引き締めて… ～

毎年、繰り返される海難事故。その原因は様々で、危険はいつもすぐそばにあります。
海で生計をたてる漁業者だからこそ、その怖さは肝に銘じておかなければならないのではないでしょうか。

では、今月も安全操業で！漁業者は  海の怖さを  忘れない漁業者は  海の怖さを  忘れない

No. 703
takusui

兵庫の漁業人のための情報誌

発行（一財）兵庫県水産振興基金

浮力合羽で助かった！
系統・漁協 新人職員紹介

5
Ma y.2015

MARTIS（マーチス）のレーダー（淡路市）
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表紙の言葉

　海上交通センターは海上交通安全法等で定められた多数
の船舶が通航する航路・海域で、航路管制など海上交通
に関する業務を行う海上保安庁交通部の機関。MARINE 
TRAFFIC INFORMATION SERVICEからMARTISと呼
ばれ、全国に７箇所のセンターがあります。
　大阪湾と瀬戸内海を見渡すことが出来る淡路市の山頂に

「大阪湾海上交通センター」はあり、レーダー、テレビカ
メラ、VHF無線機、気象観測装置、自動船舶識別装置（AIS）
を装備し、無線などで通航船舶の航行管制と、インターネッ
トやラジオ放送などから情報発信を行っています。
　海抜約280ｍにある同センターのレーダーは今日も海の
安全を守っています。

「MARTIS（マーチス）のレーダー」（淡路市）

No.703   May. 2015

（
そ
の
一
）
お
ま
け
の
人
生

　

ド
ッ
ク
ン
、
ド
ッ
ク
ン
と
心
臓
の
音
が
す
る
。

　

私
は
、血
圧
計
で
朝
晩
血
圧
と
脈
拍
数
（
心
拍
数
）
を
計
っ
て
い
る
。

血
圧
を
計
る
よ
う
に
な
っ
て
４
年
余
り
経
過
し
た
。
血
圧
は
、
朝
高
く

（
正
常
値
か
）、
晩
低
い
。
脈
拍
は
、
朝
少
な
く
、
晩
多
い
（
晩
酌
の
せ

い
か
）。

　

血
圧
の
薬
を
飲
む
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
さ
る
懇
談
の
場
で
某
信
漁
連
の
某
監
事
さ
ん
か

ら
、
血
圧
が
１
７
０
～
１
８
０
も
あ
れ
ば
、
早
く
医
者
へ
行
っ
て
診
て
も
ら
う
べ
き
で
あ
る
と
忠
告

を
受
け
て
か
ら
で
あ
る
。（
深
謝
…
）
そ
れ
以
来
、
定
期
的
に
医
者
で
薬
を
も
ら
っ
て
い
る
。

　

哺
乳
動
物
の
心
拍
数
は
一
生
で
20
億
回
程
度
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
象
の
よ
う
な
大
型
動
物
で
あ

れ
ば
、
一
定
時
間
当
た
り
の
心
拍
数
は
少
な
く
寿
命
が
長
い
。
ネ
ズ
ミ
の
よ
う
な
小
型
動
物
で
あ
れ

ば
、
心
拍
数
が
多
く
寿
命
が
短
い
そ
う
で
あ
る
。

　

私
が
こ
の
世
に
生
を
受
け
て
60
有
余
年
に
な
る
が
、
心
拍
数
は
計
算
上
、
既
に
20
億
回
を
超
え
た

こ
と
に
な
る
が
、
未
だ
人
生
の
終
焉
は
迎
え
て
い
な
い
。
今
、
生
き
て
い
る
の
は
、
お
ま
け
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。

　

私
が
生
き
て
い
る
の
は
お
ま
け
の
人
生
な
の
か
。
お
ま
け
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
何
を
し
よ
う
か

よ
く
考
え
て
み
よ
う
か
な
。

　

昨
日
、
本
屋
で
「
独
学
勉
強
法
」
た
る
図
書
を
購
入
し
て
き
た
。

（
そ
の
二
）　

地
球
温
暖
化

　

昨
年
の
夏
は
異
常
気
象
の
連
続
で
あ
っ
た
。

　

各
地
で
の
豪
雨
災
害
や
猛
暑
日
が
な
か
っ
た
り
…
。

　

ま
た
、
デ
ン
グ
熱
が
70
年
ぶ
り
に
代
々
木
か
ら
全
国
へ
。

　

高
校
軟
式
野
球
大
会
準
決
勝
が
、
50
回
で
決
着
し
た
熱
き
戦
い
。（
明
石
球
場
で
延
べ
４
日
間
）

　

地
球
温
暖
化
は
、
異
常
気
象
、
海
面
上
昇
、
食
糧
危
機
、
水
不
足
を
も
た
ら
す
。

　

ツ
バ
ル
の
行
方
は
？　

常
に
危
機
意
識
を
！

　

今
年
の
夏
は
ど
う
な
る
の
か
？

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

雑　
　
　

感

兵
庫
県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会 

監
事　

宮 

崎　

二 

郎

	 ２	 ようそろ
	 ３	 井上	仁氏が旭日小綬章を受章
	 	 平成27年度	県功労者表彰
	 ４	 平成26	年度	のり共販終了
	 	 北海道女性部連絡協議会と兵庫県女性連	森会長との意見交換会を開催
	 ５	 浮力合羽で助かった～ＪＦ育波浦で２件の事例～
	 ６	 香美町の「魚（とと）条例」一周年	記念フェスティバルを開催
	 	 	「農とくらし研究活動コンクール」
	 	 浜坂漁協女性部が最優秀賞を受賞
	 ７	 「第17回	浜坂みなと	ほたるいか祭り」開催
	 ８	 系統・漁協	新人職員紹介
	 10	 映画「種まく旅人	くにうみの郷」
	 11	 淡路島の生サワラ丼
	 12	 “命を守る運動”海上安全講習会担当者会議を開催
	 	 海難事故をなくそう
	 13	 兵庫JCC通信
	 14	 旬に想う
	 	 大輪田塾だより



各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
　
平
成
27
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｆ
岩
見
組
合
長 

井
上 

仁
氏
（
元
た

つ
の
市
議
会
議
員
・
ひ
ょ
う
ご
豊
か
な
海
づ
く
り
協
会
理
事
長
）
が
、
長
き

に
わ
た
り
、
た
つ
の
市
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た

功
績
に
よ
り
旭
日
小
綬
章
受
章
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と

ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

【農林水産功労】

　田沼　政男 様
　（ＪＦ林崎代表理事組合長）

【農林水産功労】

　東根　　壽	様
　（ ＪＦ淡路岩屋代表理事組合長）

【農林水産功労】

　森　　義政 様
　（ＪＦ森代表理事組合長）

　兵庫県は５月３日（日）に「平成26年度県功労者表彰」の受賞者の発表を行い、水産関係から３名の方が
選ばれました。なお、授賞式は５月18日（月）に神戸市中央区の県公館で行われます。
　心よりお慶び申し上げます。
　受賞されました方は次の通りです。

～水産関係から３名が受賞～

井
上  

仁
氏（
Ｊ
Ｆ
岩
見
組
合
長
）が

  
旭
日
小
綬
章

 

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

平成27年度  県 功 労 者 表 彰
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各団体からの報告 ＲＥＰＯＲＴ
　
今
漁
期
最
終
の
共
販
と
な
る
第
13
回
乾
の
り
入
札
会
が
、５
月
８
日（
金
）、

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
の
り
流
通
セ
ン
タ
ー（
加
古
郡
播
磨
町
）に
お
い
て
行
わ
れ
、

全
国
か
ら
約
１
１
０
名
（
46
社
）
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

　
上
場
枚
数
は
６
、７
６
８
万
枚
で
、
共
販
金
額
は
５
億
３
、８
１
６
万
円

（
平
均
単
価
：
７
円
92
銭
）
と
な
り
、
今
漁
期
の
兵
庫
県
の
の
り
共
販
結

果
は
生
産
枚
数
16
億
２
、２
７
４
万
枚
（
前
年
比 

１
２
４
％
）、
共
販
金
額

１
４
８
億
２
、３
９
４
万
円
（
前
年
比 
１
３
６
％
）
と
な
り
ま
し
た
。（
今

漁
期
の
結
果
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。）

　
最
終
共
販
の
挨
拶
に
立
っ
た
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 
山
田 

隆
義
会
長
は
「
当
初

心
配
さ
れ
た
が
、
定
期
的
な
降
雨
も
あ
っ
て
最
終
共
販
ま
で
生
産
が
続
け
る

こ
と
が
出
来
た
。
豊
か
な
海
を
取
り
戻
す
運
動
と
し
て
行
っ
て
き
た
改
正
法

案
は
５
月
中
に
提
出
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
今
後
も
皆
様
に
良
い
ノ
リ
を
提

供
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
兵
庫
県
海
苔
入
札
指
定
商
組
合 

松
谷 

晃
理
事
長
（
松
谷
海
苔

㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
は
「
兵
庫
の
ノ
リ
生
産
者
と
っ
て
は
良
い
結
果
と
な

り
一
息
つ
け
る
と
こ
ろ
だ
と
思
う
が
、
商
社
側
は
全
国
的
に
生
産
量
が
減
少

す
る
な
か
、
厳
し
く
難
し
い
年
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
生
販
一
体
の
業
界
で
あ

る
の
で
、
厳
し
く
と
も
良
い
ノ
リ
を
消
費
者
へ
一
枚
で
も
多
く
届
け
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
期
は
、
漁
期
当
初
の
風
波
や
水

温
低
下
の
鈍
化
に
よ
る
網
の
張
り
込

み
の
遅
れ
の
影
響
が
あ
り
、
生
産
枚

数
が
伸
び
悩
み
ま
し
た
が
、
年
明
け

後
か
ら
回
復
し
、
そ
の
後
は
順
調
な

生
産
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
漁
期
中
盤

以
降
は
、
色
落
ち
の
影
響
が
出
始
め

た
と
こ
ろ
で
、
定
期
的
な
降
雨
よ
り

持
ち
直
し
た
こ
と
と
、
強
含
み
相
場

に
も
助
け
ら
れ
、
最
後
ま
で
生
産
意

欲
も
継
続
し
、
予
定
し
て
い
た
合
計

14
回
の
共
販
（
臨
時
共
販
を
含
め
15

回
）
が
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

の
り
海
藻
事
業
本
部

平
成
26 
年
度 

の
り
共
販
終
了

平成26年度 兵庫県乾のり共販結果
共販年度 共販枚数 共販金額 平均単価

本　
県

平成26年 16億2,274万枚 148億2,394万円 9円12銭
平成25年 13億2,664万枚 110億2,843万円 8円30銭
平成24年 11億7,804万枚 90億9,110万円 7円70銭

全　
国

平成26年 80億6,838万枚 847億2,599万円 10円50銭
平成25年 70億5,647万枚 648億2,900万円 9円19銭
平成24年 81億8,758万枚 702億0,913万円 8円57銭

（全国のＨ26年度共販枚数・金額は５月12日の宮城県共販を除く）

今年度は最終共販まで多くの商社の方で賑わいました

　

４
月
21
日

（
火
）、
北
海
道

漁
協
女
性
部
連

絡
協
議
会
（
平

賀 

由
喜
子
会

長
：
以
下 

北

海
道
女
性
連
）

の
役
員
８
名
と

兵
庫
県
漁
協
女

性
部
連
合
会 

森 

武
美
会
長

（
Ｊ
Ｆ
福
良
：

全
国
漁
協
女
性

部
連
合
会
長
）

と
の
意
見
交
換

会
が
水
産
会
館

で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
午
後

か
ら
晴
れ
て
、

水
産
会
館
４
階

テ
ラ
ス
か
ら
は
明
石
海
峡
大
橋
を
臨
む
景
色
が
一
望
す
る
こ
と
が
で

き
、
留
萌
や
北
見
な
ど
か
ら
参
加
さ
れ
た
北
海
道
女
性
連
の
皆
さ
ん

に
は
、
開
会
を
前
に
、
明
石
海
峡
の
景
色
を
堪
能
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
同
会
は
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
信
漁
連 

山
田 

峰
人
会
長
、
森
会
長
の
歓

迎
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
続
い
て
同
信
漁
連 

黒
田 

俊
文
参
事
よ
り
兵

庫
県
の
水
産
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、
北
海
道
女
性
連
か
ら
、
本
県
に
お
け
る
ホ
タ
ル

イ
カ
や
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
水
揚
げ
が
全
国
1
位
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

「
知
ら
な
か
っ
た
。
も
っ
と
宣
伝
す
れ
ば
い
い
」
と
の
意
見
が
あ
っ

た
ほ
か
、
女
性
部
活
動
に
お
い
て
、
北
海
道
は
兵
庫
県
と
同
じ
く
魚

食
普
及
活
動
や
植
樹
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
年
間
１
０
０
万
本
も
の

若
い
木
を
植
え
て
い
る
と
い
う
活
動
の
熱
心
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
北
海
道
女
性
連
は
Ｊ
Ｆ
北
海
道
信
漁
連
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
て
お
り
、
毎
年
10
月
17
日
は
「
全
道
み
な
貯
金
運
動
」
と
定
め

て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
“
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
”
で

あ
る
と
と
も
に
、「
信
漁
連
＝
系
統
団
体
」
に
協
力
す
る
と
い
う
姿

勢
で
あ
る
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
交
わ
さ
れ
た
意
見
に
お
い
て
、
二
宮
尊
徳
の
教
え
も
交
え
て
女
性

部
と
し
て
出
来
る
こ
と
を
一
生
懸
命
や
る
熱
意
が
感
じ
ら
れ
、
有
意

義
な
意
見
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

北海道女性部連絡協議会と兵庫県女性連 森会長との
意見交換会を開催 兵庫県漁協女性部連合会



　
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
（
山
田 

隆
義
会
長
）
が
開
発

し
販
売
を
手
掛
け
る
浮
力
合
羽
。

　
先
日
、
浮
力
合
羽
を
着
用
し
て
い
た
お
蔭
で
助

か
っ
た
と
い
う
情
報
を
得
て
、
早
速
、
現
場
へ
出

向
き
、
直
接
ご
本
人
か
ら
話
を
聞
い
て
来
ま
し
た

の
で
紹
介
し
ま
す
。
事
例
は
２
件
で
、
と
も
に

Ｊ
Ｆ
育
波
浦
（
小
溝 

政
二
組
合
長
）
の
方
で
す
。

育
波
浦
漁
港
や
同
Ｊ
Ｆ
会
議
室
に
お
い
て
、
お
二

人
が
取
材
に
応
じ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
海
中
転
落
の
事
例
で
す
。
清
水 

銀

二
さ
ん
（
19
歳
）
は
、
イ
カ
ナ
ゴ
漁
に
出
漁
し
た

３
月
中
旬
、
育
波
浦
漁
港
沖
で
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
日
は
晴
れ
て
、
波
も
風
な
く
穏
や
か
な
海

だ
っ
た
そ
う
で
す
。乗
っ
て
い
た
の
は
運
搬
船
で
、

投
網
す
る
際
に
足
が
引
っ
掛
か
り
、
危
険
な
状
態

と
な
っ
た
た
め
飛
び
込
む
よ
う
に
海
へ
投
げ
出
さ

れ
ま
し
た
。
落
水
後
は
船
の
す
ぐ
後
ろ
に
浮
い
て

い
た
た
め
直
ち
に
救
助
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
時
の
状
況
に
つ
い
て
清
水
さ
ん
は
「
浮
力
は

強
く
、
腰
か
ら
上
が
浮
い
て
い
た
。」
と
し
、
安
心

感
が
あ
っ
た
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
浮
力
合
羽
に
つ

い
て
は
「
膨
ら
ん
だ
浮
力
体
が
邪
魔
に
な
っ
て
使

い
に
く
い
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
大
変
助
か
る
も
の
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
は
怪
我
の
防
止
事
例
で
す
。
町
田 

正
一
氏

（
31
才
）
が
危
険
な
目
に
遭
わ
れ
た
の
も
、
イ
カ

ナ
ゴ
漁
に
従
事
す
る
３
月
中
旬
ご
ろ
の
こ
と
で
し

た
。
鹿
の
瀬
付
近
を
操
業
し
て
お
り
、
天
気
は
よ

く
晴
れ
、
波
・
風
は
無
か
っ
た
そ
う
で
す
。
揚
網

作
業
に
あ
た
っ
て
い
た
際
、
網
に
つ
い
て
い
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
浮
玉
が
船
に
引
っ
掛
か
り
、
そ

れ
が
外
れ
た
瞬
間
、
町
田
さ
ん
を
め
が
け
て
飛
ん

で
き
て
胸
部
を
直
撃
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の

衝
撃
は
凄
ま
じ
く
、
当
た
っ
た
時
は
息
が
出
来
な

か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
運
よ
く
、
ち
ょ
う
ど
合
羽

胸
部
の
浮
力
体
に
当
た
っ
た
た
め
、
す
ぐ
に
回
復

し
操
業
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
場
合
、

肋
骨
を
骨
折
す
る
こ
と
も
多
い
と
の
こ
と
で
、
痛

い
思
い
は
さ
れ
ま
し
た
が
「
合
羽
の
お
陰
で
本
当

に
助
か
っ
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
清
水
さ
ん
と
町
田
さ
ん
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
イ
カ
ナ
ゴ
漁
を
終
え
ら
れ
た
直
後
で
お

疲
れ
の
と
こ
ろ
に
も
関
わ
ら
ず
快
く
取
材
に
応
じ

て
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
ま
た
取
材
へ
の
ご
配
慮
、

ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
Ｊ
Ｆ
育
波
浦 

西
浜 

伸
明

事
務
局
長
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
に
こ
の
紙
面
を

借
り
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注 

）
浮
力
合
羽
は
単
体
で
も
十
分
な
浮
力
を
有
し

て
い
ま
す
が
、
国
土
交
通
省
に
よ
る
型
式
承
認

試
験
基
準
に
合
格
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
人
乗
り
の
漁
船
で
操
業
す
る
場
合
、
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
は
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
必
ず
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

浮力合羽で助かった！
　～ＪＦ育波浦で２件の事例～ （一財）兵庫県水産振興基金

浮力合羽を着用している清水さん

拓水703号（2015年５月）5
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～
香
美
町
の「
魚（
と
と
）条
例
」は
一
周
年
～

　

記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
！

　

美
方
郡
香
美
町

（
浜
上 

勇
人
町
長
）

で
は
、
水
産
業
を
消

費
拡
大
と
地
域
経
済

の
活
性
化
を
目
的

に
、
全
国
で
初
め

て
と
な
る
「
魚
食
の
普
及
の
推
進
に
関
す
る
条

例
」（
通
称
：
香
美
町
「
と
と
条
例
」）
が
昨
年
４

月
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
条
例
制
定
１
周

年
を
記
念
し
、
４
月
18
日
（
土
）
に
「
と
と
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ

た
香
住
水
産
加
工
業
協
同
組
合
上
屋
に
は
ハ
タ
ハ

タ
・
カ
ニ
・
ホ
タ
ル
イ
カ
を
使
っ
た
加
工
品
を
は

じ
め
、
地
元

産
野
菜
な
ど

を
販
売
す
る

ブ
ー
ス
が
立

ち
並
び
、
ニ

ギ
ス
団
子
汁

な
ど
の
無
料

振
舞
い
も
行

わ
れ
、
朝
早

く
か
ら
大
勢

の
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

ま
た
、「
ホ

タ
ル
イ
カ　

つ
香か

美み

ま
し
ょ
う
」
と
し
た
、
参
加
者
が
２
０
０

ｇ
・
３
０
０
ｇ
・
５
０
０
ｇ
の
ク
ジ
を
引
き
、
決

ま
っ
た
重
さ
に
ど
れ
だ
け
近
づ
け
る
か
を
競
う
イ

ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ピ
タ
リ
賞（
±
５
ｇ
）

と
な
っ
た
方
に
は
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
な
ら
ぬ
「
魚ぎ
ょ
ネ

ス
ブ
ッ
ク
香か

美み

技わ
ざ
認
定
書
」
が
送
ら
れ
、
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
“
と
と
”
に
ち
な
ん
だ
10
＋
10
で
毎
月
20
日
を

「
魚と
と
の
日
」
と
し
、
同
町
の
漁
業
者
、
水
産
加
工

業
者
ら
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
取
り
組
む
「
と
と
活

隊
」
が
料
理
教
室
な
ど
魚
食
普
及
に
関
わ
る
様
々

な
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
の
展
開
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

（
一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

県但馬水産事務所 高木所長も挑戦！

干しニギスを使ったＳ･Ｋ･Ｓも好評でした

「
農
と
く
ら
し
研
究
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
」に
お
い
て

浜
坂
漁
協
女
性
部
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

　
農
と
く
ら
し
研
究
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
県
内
で
農
と
く
ら
し
に
お
い
て
先

導
的
な
活
動
を
実
践
し
て
い
る
農
漁
業
者
が
集
ま
り
、
日
ご
ろ
の
研
究
成
果
を

相
互
に
交
換
す
る
こ
と
で
元
気
な
農
山
漁
村
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に

昭
和
47
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
今
年
度
は
２
月
12
日
（
木
）
に

神
戸
市
内
で
行
わ
れ
、
農
林
水
産
加
工
の
部
表
彰
に
お
い
て
浜
坂
漁
協
女
性
部

（
久
瀬 

よ
し
子
部
長
）
の
「
ほ
た
る
い
か
つ
く
だ
煮
」
が
最
優
秀
賞
と
な
る
兵

庫
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
つ
く
だ
煮
は
、
同
Ｊ
Ｆ
が
水
揚
げ
量
日
本
一
を
誇
る
ホ
タ
ル
イ
カ
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
同
女
性
部
が
企
画
・
考
案
し
た
も
の
で
す
。
水
揚
げ
当
日

に
湯
が
き
、
目
玉
を
取
り
除
く
な
ど
手
間
ひ
ま
を
掛
け
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、

当
初
は
冷
凍
商
品
で
あ
っ
た

も
の
を
常
温
保
存
が
可
能
な

よ
う
に
加
工
さ
れ
、
鮮
度
感
と

触
感
に
こ
だ
わ
っ
た
「
目
玉
の

無
い
目
玉
商
品
」
で
す
。
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Ｊ
Ｆ
浜
坂
（
川
越 

一
男
組
合
長
）
で
は
、
全
国
有

数
の
水
揚
げ
量
を
誇
る
ホ
タ
ル
イ
カ
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
毎
年
、「
ほ
た
る
い
か
祭
り
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
４
月
５
日
（
日
）、「
第

17
回
浜
坂
み
な
と 

ほ
た
る
い
か
祭
り
」
に
開
催
し
、

曇
り
空
で
や
や
肌
寒
い
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
朝
早
く

か
ら
旬
の
ホ
タ
ル
イ
カ
を
楽
し
も
う
と
会
場
の
浜
坂
漁

港
に
は
大
勢
の
来
場
者
が
詰
め
か
け
て
賑
わ
い
ま
し

た
。（
主
催
者
発
表
約
１
万
６
千
人
）

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ホ
タ
ル
イ
カ
の
串
揚
げ
や
お
好
み

焼
き
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
の
ほ
か
、
軍
艦
巻
き
や
か
き
揚

げ
う
ど
ん
、
船
上
で
漬
け
込
ん
だ
沖
漬
け
等
も
提
供
さ

れ
、
各
売
り
場
に
は
長
い
行
列
が
出
来
ま
し
た
。
メ
ー

ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
茹
で
た
ホ
タ

ル
イ
カ
を
時
間
内
に
食
べ
た
量
を
競
う
「
全
日
本
わ
ん

こ
ほ
た
る
選
手
権
」
が
行
わ
れ
、
沢
山
の
ほ
た
る
い
か

を
頬
張
る
表
情
に
笑
い
が
起
き
る
な
ど
会
場
は
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ク
レ
ー
ン
に
吊
ら
れ
た
大
き
な
籠
に
ホ
タ
ル

イ
カ
を
入
れ
て
大
釜
で
茹
で
る
、「
ク
レ
ー
ン
で
吊
る

ほ
た
る
い
か
の
釜
揚
げ
コ
ー
ナ
ー
」
に
は
、
鮮
度
が
良

く
茹
で
た
て
の
イ
カ
が
食
べ
ら
れ
る
と
あ
っ
て
、
た
く

さ
ん
の
人
が
集
ま
っ
た
ほ
か
、
獲
れ
た
て
を
す
ぐ
に
船

上
で
パ
ッ
ク
詰
め
を
し
た
商
品
「
浜
ほ
た
る
」
も
人
気

で
、
会
場
は
ホ
タ
ル
イ
カ
を
買
い
求
め
る
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｆ
浜
坂
で
は
、
今
後
も
多
く
の
人
に
ホ
タ
ル
イ
カ

の
美
味
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。

「第17回 浜坂みなと ほたるいか祭り」開催
　～約１万６千人の来場で賑わう～ ＪＦ浜坂

軍艦巻き

浜ほたるは今年も人気でした！ クレーンで吊る釜揚げほたるいか
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各団体からの報告 ＲＥＰＯＲＴ
ＪＦ兵庫信漁連

共水連兵庫県事務所

兵庫県内海漁船保険組合

兵庫県内海漁船保険組合

ＪＦ兵庫信漁連

ＪＦ兵庫信漁連

ＪＦ兵庫信漁連

新たに採用された職員の皆さんを
ご紹介します

系統・漁協
新人職員紹介

営業部融資課

柳
やなぎ

原
はら

　史
ふみ

香
か

　仕事について右も左も分かりませ
んでしたが、先輩方に教わりながら、
日々業務に取り組んでいます。最初、
「０の数、おかしいんじゃないの!?」
と思っていましたが、段々と慣れてき
ました。慣れてきたからと気を抜か
ず、一日でも早く戦力になれるよう
一生懸命頑張ります。

企画推進課

走
はしり

出
で

　有
ゆう

紀
き

　１日でも早く業務に慣れ、
皆様のお役に立てるよう頑
張ります！
　どうぞ宜しくお願い致しま
す！

損害審査課

青
あお

木
き

　美
み

奈
な

　家庭では３姉妹の育児に
奮闘する恐い母親ですが、
職場では「笑顔」を絶やさ
ず、仕事が円滑に進むように
頑張りますので、よろしくお
願いいたします。

天
あま

野
の

　あゆみ
　地域とのつながりを感じながら働
きたいと思っていたところ、ご縁あっ
て12月から漁船保険組合の一員に加
わりました。新潟県の海沿いの街で
育ったので、海で働く方々のお役に
立てることが嬉しいです！こつこつと
着実に成長していけるよう頑張りま
すので、よろしくお願いいたします。

総務部総務課

久
く

保
ぼ

　有
ゆう

平
へい

　４月からＪＦ兵庫信漁連本
店で働いています。新人として
「明るく 楽しく」をモットー
に一日でも早く仕事が覚えら
れるように頑張ります。これか
らよろしくお願いします。

営業部業務課

仲
なか

畑
はた

　恵
めぐみ

　まだまだ至らない点も多いです
が、早く一人前になれるように努めた
いと思います。そのためには、まず、
日々の業務を覚え、様々なことをこ
なせるようになりたいです。そして、
ただ指示を待つだけではなく、何事
も自分で考えながら行動するなど、
常に向上心を持って取り組んでいき
たいと思います。

営業部業務課

中
なか

村
むら

　丈
じょう

二
じ

　兵庫県の浜を活気あるも
のにし、漁業を盛り上げてい
く為の手伝いを出来る様、
精一杯務めていきたいと思
います。よろしくお願いしま
す。

保険引受課
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兵庫県内海漁船保険組合

ＪＦ坊勢

ＪＦ坊勢

ＪＦ五色町

ＪＦ但馬

ＪＦ但馬

ＪＦ但馬

ＪＦ但馬

損害審査部

八
や

畑
はた

　孝
たか

哲
あき

　工場勤務から一転、漁船
保険の審査マンになる道を
選びました。畑ちがいの仕事
で不慣れな部分もあります
が、精一杯頑張りますので、
どうぞよろしくお願いしま
す。

総務部（姫路とれとれ市場勤務）

岡
おか

田
だ

　日
ひ ゅ う が

向
　まだ分からないことが多い
ですが、一生懸命頑張ります
ので、どうぞよろしくお願い
いたします。

総務部（姫路とれとれ市場勤務）

田
た

井
い

　京
きょう

介
すけ

　仕事を始めて、そろそろ
１ヶ月になりますが、まだま
だ覚えることが多く、他の人
に迷惑を掛けたりしています
が、これからも一生懸命頑
張っていきたいと思います。

田
た

村
むら

　優
まさ

行
ゆき

　パートを経て、この４月から職員とし
てお世話になっています。
　51歳と遅い入組ですが、これまで得
てきた経験も生かして漁師さんが気持
良く漁に出られるような漁協の環境づ
くりと、漁師さん・業者さんの双方の
立場に立った考えで、新鮮な魚を１円
でも高く買ってもらえるよう努力して
いきたいと思います。各漁業関係の皆
様、お会いする機会がありましたらよ
ろしくお願いいたします。

津居山支所 庶務課

川
かわ

口
ぐち

　千
ち

晶
あき

　子どもの頃から海を身近に思っ
ていた分、この仕事に携わること
が出来まして大変嬉しく思ってお
ります。覚えることも沢山あり、
日々努力と感じております。但馬
漁協の皆様に早く覚えて頂けるよ
う頑張りますので、よろしくお願
いします。

津居山支所 テック課

西
にし

村
むら

　光
みつ

高
たか

　４月からＪＦ但馬津居山支所
テック課に勤務しております。覚
えることばかりなので毎日大変で
すが、新たな技術を学ぶ楽しさを
日々感じながら、仕事に取り組ん
でいます。組合員さんのために精
一杯頑張りますので、よろしくお
願いいたします。

香住支所 製氷冷蔵課

藤
ふじ

原
わら

　広
こう

大
だい

　“Keep My Pace”、マイペースで頑
張っていきたいです。
　私は人と話すことが好きなので、そ
れを生かしてコミュニケーションの力
を高めていきたいと思います。
　高校では「どんなことでも楽しむ」
ということを私は学びましたので、苦
しいことがあっても楽しむことを忘れ
ずに取り組んでいこうと思います。

門
かど

脇
わき

　玄
はるか

　仕事に慣れない分、周りの
方々に迷惑を掛けているので、１
日でも早くなれるように頑張っ
ていきたいです。頭で覚えるより
実際にやって体で覚えるタイプ
なので、何事にも率先して実行
したいと思います。

販売担当香住支所 販売課
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各団体からの報告 ＲＥＰＯＲＴ

　
淡
路
島
を
舞
台
に
、
漁
業
者
と
農
業
者
が
共
同
し

て
お
こ
な
う
「
か
い
ぼ
り
」
や
ノ
リ
養
殖
が
紹
介
さ

れ
る
映
画
「
種
ま
く
旅
人 

く
に
う
み
の
郷
」
の
特

別
試
写
会
（
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
・（
一
財
）
兵
庫
県
水

産
振
興
基
金 

共
催
）
が
、
４
月
24
日
（
金
）
神
戸

市
内
で
行
わ
れ
、
会
場
に
は
Ｊ
Ｆ
・
行
政
関
係
者
を

は
じ
め
と
し
た
約
２
５
０
人
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

山
田 

隆
義
会
長
は
「
豊
か
な
海

を
取
り
戻
す
た
め
の
改
正
法
案
は
、
近
々
成
立
す
る

運
び
と
な
る
が
、
こ
れ
で
直
ち
に
海
が
豊
か
に
な
る

訳
で
な
い
。
今
後
も
漁
業
者
が
取
組
み
を
続
け
る
な

か
、
漁
業
や
農
業
の
視
点
で
み
た
海
や
田
畑
が
見
事

に
描
か
れ
る
こ
の
映
画
を
撮
っ
て
頂
い
た
篠
原
監
督

に
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
」と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
の
兵
庫
県 

吉
本 

知
之
副
知
事
は
「
淡

路
を
題
材
に
し
た
映
画
を
よ
く
ぞ
撮
っ
て
頂
き
ま
し

た
。
飽
食
の
時
代
と
い
わ
れ
る
現
在
、
食
へ
の
感
謝

の
念
が
薄
ら
い
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。
再
度
、
農

林
水
産
業
の
大
切
さ
を
認
識
す
る
映
画
と
し
て
観
て

頂
き
た
い
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
こ
の
映
画
を
撮
ら
れ
た
篠
原 

哲
雄
監
督

は
「
撮
影
前
、
ノ
リ
養
殖
や
海
の
環
境
の
話
を
聞
く

な
か
、
海
苔
は
様
々
な
工
程
を
経
る
“
長
い
旅
”
を

し
て
出
来
上
が
る
も
の
だ
と
感
じ
、
こ
れ
を
脚
本
の

中
心
に
据
え
る
こ
と
に
し
た
。
全
シ
ー
ン
を
淡
路
島

で
撮
影
し
た
が
、
何
と
か
地
元
の
人
の
食
へ
の
敬
意

も
描
き
た
か
っ
た
。
作
っ
た
も
の
が
食
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
い
う
、
人
の
営
み
の
大
切
さ
を
表
現
出
来

た
と
思
う
。
兵
庫
県
で
盛
り
上
が
っ
て
も
ら
え
れ
ば

嬉
し
い
」
と
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
映
画
は
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
が
終
わ
る
と
と
も
に
大
き

な
拍
手
が
起
こ
り
、「
ノ
リ
養
殖
や
か
い
ぼ
り
が
と

て
も
分
か
り
や
す
く
て
良
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が

多
く
聞
か
れ
、
大
好
評
で
し
た
。
５
月
30
日
（
土
）

の
全
国
一
斉
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
に
は
皆
様
も
是
非
映
画

館
へ
足
を
運
ん
で
下
さ
い
。

山田会長、吉本副知事から挨拶がありました

～神戸市内で
　試写会を開催～

「ノリ養殖は“長い旅”」と話す篠原監督

映画「種まく旅人 くにうみの郷」



11 拓水703号（2015年５月）

（ⓒ2015「種まく旅人 くにうみの郷」製作委員会）

　   　  兵庫県内の上映劇場について  　   　
兵庫県内では下記の３か所で上映が行われます。

（県外の劇場は「種まく旅人 くにうみの郷」ホームページ 
（www.tanemaku.jp）をご覧ください）
①　神戸国際松竹
　　　神戸市中央区御幸通８－１－６ 神戸国際会館11階
②　MOVIXあまがさき
　　　尼崎市潮江１－３－１ あまがさきキューズモール4階
③　洲本オリオン 
　　　洲本市本町５－４－８
　　　※ 　洲本オリオンは平成25年10月より通常の映画上映は休館

していますが、この映画のみ営業いたします。

　
洲
本
市
で
は
、
平
成
26
年
度
に
Ｊ
Ｆ
五
色
町
（
福

島 

富
秋
組
合
長
）、
五
色
町
商
工
会
、
島
内
飲
食
店

等
が
協
力
し
、「
淡
路
島
サ
ワ
ラ
食
文
化
推
進
協
議

会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
で
は
、
淡

路
島
で
水
揚
げ
さ
れ
る
新
鮮
な
サ
ワ
ラ
を
生
食
す
る

五
色
地
域
の
食
文
化
の
継
承
と
そ
の
食
文
化
を
「
淡

路
島
の
生
サ

ワ
ラ
丼
」
と

し
て
情
報
発

信
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地

域
の
活
性
化

を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し

た
活
動
に
取

り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
今
年
の
播

磨
灘
で
の
サ

ワ
ラ
流
網
漁

が
４
月
24
日

（
金
）
に
は

じ
ま
り
、
翌

日
に
は
生
サ

ワ
ラ
丼
の
販

売
が
再
開
さ

れ
る
こ
と
か

ら
、
24
日
午

後
、
鳥
飼
漁

港
に
お
い
て

Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
、
天

候
に
恵
ま
れ
、
汗
ば

む
日
差
し
に
大
漁
旗

が
な
び
く
な
か
、
会

場
に
は
多
く
の
報
道

陣
・
関
係
者
が
集
ま

り
、
洲
本
市 

竹
内 

通
弘
市
長
と
「
淡
路

島
サ
ワ
ラ
食
文
化
推

進
協
議
会
」
会
長
と
し
て
福
島
組
合
長
が
挨
拶
を
お

こ
な
っ
た
後
、
同
Ｊ
Ｆ
青
壮
年
部 

福
島 

寛
之
部
長

が
「
生
サ
ワ
ラ
丼
を
1
人
で
も
多
く
の
人
に
食
べ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
漁
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
」
と

高
ら
か
に
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
会
場
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
生
サ
ワ
ラ
丼
を
提
供
す

る
各
店
舗
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
丼
18
品
が
披
露
さ
れ

た
ほ
か
、
大
皿
に
盛
ら
れ
た
刺
身
、
炙
り
、
タ
タ
キ

が
報
道
関
係
者
ほ
か
参
加
者
約
１
０
０
名
に
振
舞
わ

れ
、
そ
こ
か
し
こ
で
「
旨
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
、

皆
が
舌
鼓
を
打
つ
な
か
、
あ
っ
と
い
う
間
に
完
食
と

な
り
ま
し
た
。ま
た
、市
が
導
入
し
た
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

「
い
い
と
こ
す
も
と
発
信
号
」
の
お
披
露
目
式
や
ク

イ
ー
ン
淡
路
２
名
を
交
え
た
フ
ォ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
で
イ
ベ
ン
ト
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
生
サ
ワ
ラ
丼
の
提
供
店
舗
は
、
昨
年
度
の
９
店
舗

か
ら
今
年
度
20
店
舗
に
拡
大
し
、
２
万
食
の
販
売
目

標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
昨
年
80
万
食
を
超
え
る
売
上

げ
を
記
録
し
た
「
淡
路
島
の
生
し
ら
す
丼
」
と
「
淡

路
島
牛
丼
」に
続
く
淡
路
島
第
３
の
名
物
丼
と
し
て
、

地
域
の
活
性
化
と
サ
ワ
ラ
の
消
費
拡
大
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

兵
庫
県
洲
本
農
林
水
産
振
興
事
務
所

淡
路
島
の
生
サ
ワ
ラ
丼

　
～
淡
路
島
発
、サ
ワ
ラ
の
お
い
し
さ
情
報
発
信
～

配給：松竹㈱　　宣伝：松竹㈱メディア事業部
www.tanemaku.jp

2015年５月30日より
全国ロードショー!!

様々な生サワラ丼が並びました力強い宣誓を行った福島部長
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後
を
絶
た
な
い
海
難
事
故
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
、
Ｊ
Ｆ
・
系
統
団
体
は 

“
命
を

守
る
運
動
”
海
上
安
全
講
習
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
22
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
講
習
会
は
、

海
難
事
故
事
例
と
そ
の
対
策
の
解
説
、
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
推
進
や
そ
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
実
習
の
ほ
か
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

着
用
し
て
海
に
飛
び
込
み
、
そ
の
性
能
を
体

験
す
る「
サ
バ
イ
バ
ル
訓
練
」、大
型
フ
ェ
リ
ー

の
ブ
リ
ッ
ジ
か
ら
視
界
や
運
動
性
能
を
体
験

す
る
な
ど
、
多
彩
な
講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
５
月
7
日
（
木
）
に
は
、
水
産
会
館
で
、

国
土
交
通
省
神
戸
運
輸
監
理
部
、
神
戸
・
姫

路
の
各
海
上
保
安
部
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
を
は

じ
め
と
し
た
系
統
５
団
体
に
よ
る
担
当
者
会

議
が
開
催
さ
れ
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
ほ
か
、
今
後

さ
ら
に
「
海
難
事
故
“
０
（
ゼ
ロ
）”」
を
目

標
に
、
講
習
会
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
県
内
の
各
地
区
の
Ｊ
Ｆ
へ
出
向
い
て
、
講
習
を
行
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、
ご
希
望
の
あ
る
Ｊ
Ｆ
は
、
是
非
、
下
記
連
絡
先
ま
で
お
電
話
く
だ

さ
い
。

ライフジャケットを
着用しよう！

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
所属JFかJF兵庫漁連資材部（０７８－９４２－９２７２）までお問い合わせください

〜安全をサポート〜
浮力合羽はお持ちですか？

ライフジャケットは金具を調整し、体にあったサイズで着用しま
しょう。固型式ライフジャケットには、薄くて軽いものもあります。
是非、お試し下さい！

ＪＦ兵庫漁連が開発したもので、浮力は十分あります。
※ 国土交通省の型式承認試験基準に合格したものではありませ

んので、一人乗りの
漁船の場合、ライフ
ジャケットを着用して
ください。

海難事故をなくそう！

モデル：ＪＦ兵庫
　　　   糸谷 安一
　　　   代表理事組合長

浮きます!

固型式ライフジャケット
モデル：摂播地区漁青連 大西 正起会長

新しく発売されたライフジャケットも紹介されました

“命を守る運動”
海上安全講習会

担当者会議を開催

講習会の開催希望などのお問い合わせは
ＪＦ兵庫漁連（指導部）まで

TEL ０７８－９４０－８０１３

～海難事故“０
ゼロ

”を目指して…～

“命を守る運動”海上安全講習会
主催　 漁業協同組合・ＪＦ兵庫漁連・共水連兵庫県事務所・

兵庫県内海漁船保険組合・（公財）ひょうご豊かな海
づくり協会・（一財）兵庫県水産振興基金

協力　神戸運輸監理部　各海区の海上保安部
　　　関西小型船安全協会
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　兵庫県生協連では、３月19日（木）、兵庫県民会
館にて消費者支援機構関西（KC's）、ひょうご消費
者ネット、生活協同組合コープこうべ、兵庫県生協
連の４者共催による「ひょうご消費者セミナー2014」
を開催しました。このセミナーは、「適格消費者団体」
や「消費者団体訴訟制度」について理解を深めると
ともに、幅広い世代の消費者に健康食品についての
有効性や安全性を考え、あふれる情報にだまされな
いコツを学ぶもので、約170名が参加しました。
　初めに、ＮＰＯ法人消費者支援機構関西（KC's）
事務局が健康食品事業者への差し止め請求について
報告。また、ＮＰＯ法人ひょうご消費者ネットが事例
をもとに適格消費者団体の活動紹介をしました。続
いてアド☆コン座による寸劇では、健康食品に関す
る身近なトラブル事例を楽しく紹介。また、武庫川
女子大学 生活環境学部 松浦 寿喜 教授が「正しく知
ろうよ！健康食品～かしこい消費者になるために～」
をテーマに、健康食品との上手なつき合い方につい
て講演。健康食品の選び方や使い方、ジェネリック
の現状のほか、「運動」と「休養」を適切に摂ってサ
プリメントを上手に使うこと、疑問に思ったことは
ホームページで調べたり地域の消費生活センターや
適格消費者団体に相談してほしいことなど、被害に
遭わないためのポイントを学びました。
　質疑応答も活発に行われ、参加者からは「契約書
を盾に、損害賠償や返金に応じない企業に対して、
泣き寝入りしなくても良い場合もあるということが
分かりました」「ジェネリックや医薬品についての情
報もあって良かった」「理解しているつもりでも、情
報に流されることも多い毎日。気をつけたいと思い
ました」「健康食品もいいかもしれませんが、食べ物
でしっかり食生活を管理することが大切と感じまし
た」などの感想が寄せられ、充実したセミナーとな
りました。

http://ja-grp-hyogo.ja-hyoinf.jp/ http://www.coop-hyogo-union.or.jp/

　（一財）アジア農協振興機関（ＩＤＡＣＡ）は、
国際協同組合同盟（ＩＣＡ）アジア・太平洋地域
事務局と協力し、アジアの開発途上国における農
協や農家グループの活性化を担うリーダーを育成
する研修プログラムを実施しました。ブータン、カ
ンボジア、ラオス、ミャンマー、ネパール、ベトナ
ムの６カ国から10人の研修生が、３月24日から27
日まで、兵庫県内のＪＡ等で研修を行いました。
　24日は、ＪＡ兵庫中央会で本県農業と農協の概
要と本県ＪＡグループの役職員教育等について研
修しました。参加者からは、役職員研修にかかる
費用や政府助成の有無などの質問を受けました。
　農業現地研修として、25日はＪＡ淡路日の出管
内で野菜及び花きの農家を、また26日はＪＡ兵庫
南管内でＪＡ出資法人と６次産業化に取り組む女
性グループを視察しました。

アジア諸国の
農協リーダー育成のために

ＩＣＡ研修生を受け入れ

知りたい！健康食品の
上手なつき合い方

～「ひょうご消費者セミナー2014」を開催～

石田正組合長（左）へ感謝の言葉を述べるディン ホン タイ氏

ＪＡ兵庫南出資法人㈱ふぁーみんサポート東はりまで
水耕栽培施設を視察するアジア諸国の研修生　　　

武庫川女子大学 松浦寿喜教授が講演されました

◀ 会場は笑いに
　包まれ楽しく
　学びました
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◆
国
民
の
祝
日
の《
文
化
の
日
》は
、毎
年
必
ず
晴
れ
る
事
で
有
名
な『
特
異
日
』

で
あ
る
。
皇
居
で
は
文
化
勲
章
の
授
章
式
が
行
な
わ
れ
、
彼
方
此
方
で
文
化
的

な
行
事
が
実
施
さ
れ
る
。
天
皇
陛
下
は
日
本
の
象
徴
と
な
ら
れ
た
が
、
日
本
国

憲
法
の
第
一
条
は
天
皇
に
始
ま
る
し
、
国
民
の
祝
日
15
の
う
ち
５
つ
は
、
天
皇

制
に
関
連
す
る
祝
日
で
あ
る
。
天
皇
制
に
反
対
す
る
人
に
は
耐
え
難
い
か
も

知
れ
ぬ
が
『
建
国
記
念
日
』と
名
を
改
め
た
紀
元
節
が
あ
り
、『
昭
和
の
日
』は

昭
和
天
皇
、『
文
化
の
日
』は
明
治
天
皇
の
誕
生
日
で
、『
勤
労
感
謝
の
日
』に
は

天
皇
家
で
儀
式
「
新
嘗
祭
」を
行
う
。
勿
論
、
現
天
皇
誕
生
日
も
祝
日
で
、
そ
れ

ぞ
れ
天
皇
制
を
色
濃
く
残
し
た
も
の
。
勲
章
を
有
り
難
い
と
い
う
考
え
方
も

同
様
で
あ
る
だ
ろ
う
。

◆
天
候
に
関
す
る
「
特
異
日
」は
、
１
月
３
日
・
５
月
13
日
・
７
月
31
日
・
８

月
１
日
・
10
月
27
日
・
11
月
３
日
は
晴
れ
る
確
率
が
高
く
、
６
月
28
日
・
７

月
５
日
・
10
月
29
日
は
雨
が
降
り
易
い
と
い
う
。
行
事
予
定
を
す
る
時
は
参

考
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
古
い
日
記
か
ら
天
気
欄
を
検
索
す
る
と
、
前
者
は
晴
天

の
確
率
は
成
程
高
い
が
、
後
者
の
雨
天
確
率
は
か
な
り
低
か
っ
た
。
筆
者
の
住

む
明
石
が
基
準
だ
か
ら
全
国
的
に
考
え
る
と
不
明
だ
が
…
。
デ
ジ
タ
ル
放
送

に
な
り
、
気
象
情
報
が
望
む
時
に
見
ら
れ
、
旅
先
の
天
候
も
事
前
に
知
る
事
が

出
来
る
。
と
て
も
便
利
だ
が
、
事
前
に
予
報
が
判
っ
て
も
当
て
に
は
な
ら
ず
、

あ
く
ま
で
天
候
は
空
任
せ
。
当
た
る
も
八
卦
当
た
ら
ぬ
も
…
と
い
う
類
い
に

終
わ
る
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

◆
孫
た
ち
を
我
が
菜
園
の
イ
チ
ゴ
狩
り
に
誘
っ
て
、
前
々
日
あ
た
り
か
ら
空

具
合
に
気
を
揉
ん
だ
。
孫
は
軒
先
に
照
る
照
る
坊
主
を
吊
る
し
た
と
い
う
。
大

き
な
の
を
作
っ
た
か
ら
晴
れ
る
ヨ
と
い
っ
た
が
、
当
日
は
快
い
青

空
で
楽
し
い
一
日
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
行
事
の
あ
る
都
度
、
大
き

な
照
る
照
る
坊
主
が
軒
先
に
揺
れ
て
い
る
と
い
う
。
昔
、
農
家
で
は

虫
追
い
や
疫
病
・
旱
魃
な
ど
を
起
こ
す
悪
霊
を
人
形
に
託
し
《
天

気
祭
り
》と
称
し
て
、
お
祓
い
を
し
た
。
照
る
照
る
坊
主
は
此
れ
に

想
を
得
た
よ
う
で
、
江
戸
時
代
《
て
る
て
る
法
師
》と
い
う
一
種
の

民
間
信
仰
と
し
て
広
ま
っ
た
。
布
や
紙
で
坊
主
頭
の
人
形
を
拵
え
、

晴
天
を
祈
っ
て
願
掛
け
を
し
て
、
晴
れ
た
ら
瞳
を
書
き
入
れ
、
神
酒

を
供
え
て
川
へ
流
し
た
そ
う
で
あ
る
。

◆
真
ん
丸
な
坊
主
頭
に
作
る
の
も
、
僧
侶
や
修
験
者
の
不
思
議
な

呪
力
を
願
っ
て
の
事
と
思
わ
れ
る
。
中
国
の
雨
乞
い
祈
願
用
「
掃そ
う

晴せ
い

娘じ
ょ
う

」と
い
う
人
形
が
モ
デ
ル
だ
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
晴
天
を

願
う
の
に
雨
乞
い
人
形
を
吊
る
す
の
は
ヘ
ン
な
話
で
あ
る
。
そ
ん

な
由
来
が
あ
る
風
習
も
、
最
近
は
余
り
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
科
学

の
進
歩
し
た
近
代
だ
が
、
空
模
様
だ
け
は
貴
方
任
せ
の
神
頼
み
で

あ
る
。
最
近
の
台
風
襲
来
に
も
成
す
術
が
な
く
、
荒
ら
さ
れ
放
題
に

暴
れ
ら
れ
て
、
全
く
お
手
上
げ
状
態
で
泣
か
さ
れ
る
。
辛
い
が
悲
し

い
現
実
だ
。

旬旬
写真と文

遊方子

照る照る坊主

花
菖
蒲

漁
船
法
と
栄
養
塩
に
つ
い
て

　
４
月
の
大
輪
田
塾
は
28
日（
火
）に「
漁
船
法
概
要
」と「
播
磨
灘
の

水
質
環
境（
栄
養
塩
）変
化
と
ノ
リ
養
殖
」の
２
課
題
を
開
講
し
ま
し
た
。

　
「
漁
船
法
概
要
」は
県
水
産
課
漁
政
班
漁
業
管
理
担
当 

高
倉 

良
太
氏

が
講
義
を
行
い
ま
し
た
。漁

船
の
定
義
や
法
律
の
内
容
の

ほ
か
、漁
船
の
計
測
に
つ
い

て
模
型
を
使
っ
た
説
明
が
あ

り
、塾
生
は
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

　
続
く「
播
磨
灘
の
水
質
環

境（
栄
養
塩
）変
化
と
ノ
リ

養
殖
」で
は
県
立
水
産
技
術

セ
ン
タ
ー 

原
田 

和
弘
主
席

研
究
員
が
講
義
を
行
い
ま
し

た
。播
磨
灘
の
栄
養
塩
に
着

目
し
、そ
の
変
化
の
動
向
や

影
響
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
た

ほ
か
、豊
か
な
海
を
取
り
戻

す
取
り
組
み
に
つ
い
て
解
説

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般

へ
の
海
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
も
示
さ
れ
、水
産
業

界
が
唱
え
る
豊
か
な
海
と
の

意
識
の
差
も
紹
介
さ
れ
、塾

生
は
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

原田主席研究員の講義 高倉氏は大輪田塾初登壇でした

５
月
の
大
輪
田
塾

12
日　
「
漁
業
法
概
要
」 

（
於
：
水
産
会
館
）

26
日　
「
三
河
湾
の
環
境
再
生
と
森
川
海
の
つ
な
が
り（
仮
題
）」

　
　
　

 

（
於
：
水
産
会
館
）
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